
平成 29年度 定数・機構編成のポイント 

「札幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2015」に掲げる重要施策等を推進する

ため、より効果的・効率的な組織体制を構築 

【「魅力と活力にあふれた暮らしやすい街」の実現】 

▽札幌駅周辺の魅力を高めるまちづくりの推進《政）都心まちづくり推進室》 

・札幌駅交流拠点のまちづくりを加速させるため、札幌駅交流拠点推進担当課を新設 

▽交通機能の強化《政）総合交通計画部》 

・創成川通の機能強化や、札幌駅交流拠点のまちづくりと一体となった札幌駅周辺のバスターミナ

ル機能検討のため、交通プロジェクト担当課を新設 

▽大規模スポーツ大会の開催に向けた体制強化《ス）招致推進部》 

・ラグビーワールドカップ 2019TMなどの国際スポーツ大会の開催に向けて、国際大会推進担当課を新設

▽動物飼育体制の強化《環）円山動物園》 

・ホッキョクグマ・アザラシ館の新設及びアジアゾウ導入に向けた準備を進めるため、動物専門員を増員

【「女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街」の実現】 

▽子ども発達支援総合センターの体制強化《保）子ども発達支援総合センター》 

・医師や関係機関等との連携を高め、利用者への地域支援体制の向上を図るため、調整担当課長

（相談連携担当課長兼務）を新設 

・発達医療センターのリハビリテーション実施体制を強化するため、理学療法士を増員 

▽みなみの杜高等支援学校の開設《教）学校》 

・みなみの杜高等支援学校の開設に伴い、教員を増員 

【「いつまでも安心して暮らせる街」の実現】 

▽防災普及啓発の強化《危）危機管理対策部》 

・地区防災計画の策定など、地域における防災の取組を推進するため、防災推進担当課を新設 

▽地域包括ケア推進体制の強化《保）高齢保健福祉部》 

・高齢者の地域での生活を支える地域包括ケアの実現に向けて、取組をより一層推進するため、

地域包括ケア推進担当部長を新設 

【「雇用を生み出す力強い街」の実現】 

▽MICE 施設の整備推進《経）観光・MICE推進部》 

・観光産業の活性化の観点から新たな MICE 施設の整備に向けた検討を進めるため、施設整備担当係長を新設

【北海道からの権限移譲】 

▽県費負担教職員の権限移譲に伴う教職員定数の移管《教）学校》 

・県費負担教職員（小・中学校、特別支援学校、中等教育学校（前期課程）の教職員）の定数（8,210 人）が移管


